
林
芙
美
子
全
集
に
未
収
録
の
作
品
に
つ
い
て

附
資
料

林
芙
美
子
全
集
（
文
泉
堂
出
版
）
未
収
録
作
品
リ
ス
ト

浦

野

利

喜

子

著

久

保

卓

哉

補

林
芙
美
子
全
集
は
新
潮
社
と
文
泉
堂
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
全
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
未

収
録
の
作
品
を
特
定
し
、
初
出
雑
誌
と
初
版
本
か
ら
原
文
を
収
集
す
る
作
業
を
続
け
て
み
る
と
、
そ
の
数
は
か
な
り
の
も
の
に
な
る
。
短

詩
、
長
詩
、
紀
行
、
映
画
・
演
劇
評
論
、
童
話
、
絵
本
、
書
簡
な
ど
で
あ
る
。
研
究
す
る
上
で
、
資
料
の
見
落
と
し
は
致
命
的
で
あ
る
。

今
後
、
林
芙
美
子
研
究
は
次
の
段
階
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
。
拙
稿
の
末
尾
に
、
未
収
録
作
品
リ
ス
ト
を
附
し
て
、
資
料
と
し
た
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］

林
芙
美
子
全
集

花
の
い
の
ち

凍
れ
る
大
地

東
条
英
機

マ
ッ
カ
ー
サ
ー

新
女
苑



は
じ
め
に

林
芙
美
子
は
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
、
下
落
合
四
丁
目
の
書

斎
で
息
を
ひ
き
と
っ
た
。
四
十
八
歳
の
短
い
生
涯
だ
っ
た
。

芙
美
子
の
人
と
文
学
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
一
篇
で
も
多
く
芙
美
子

の
作
品
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
考
え
た
私
は
西
早
稲
田
の
古

書
店
で
、
文
泉
堂
出
版
『
林
芙
美
子
全
集
』
全
十
六
巻
（
昭
和
五
十
二
年

刊
）
を
買
い
求
め
て
一
篇
々
々
を
読
む
と
と
も
に
、
芙
美
子
が
多
感
な
少

女
時
代
を
過
ご
し
た
尾
道
を
二
度
訪
れ
た
。

尾
道
の
市
立
図
書
館
を
訪
ね
た
と
き
は
、
林
芙
美
子
コ
ー
ナ
ー
の
書
棚

の
前
で
、
足
が
釘
付
け
に
な
っ
た
。
芙
美
子
作
品
の
初
版
本
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
い
た
か
ら
だ
。
芙
美
子
の
絵
本
で
あ
る
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』

と
初
山
滋
の
絵
を
初
め
て
見
て
、
そ
の
場
で
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
。
子

供
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
芙
美
子
の
肉
声
が
、
私
の
耳
元
で
聞
こ
え
た
気
が

し
た
。

◇

◇

尾
道
で
の
体
験
を
契
機
と
し
て
、
私
は
芙
美
子
作
品
の
初
版
本
探
し
と
、

初
出
雑
誌
探
し
と
を
始
め
た
。
初
版
本
に
は
、
中
川
一
政
や
林
唯
一
、
脇

田
和
な
ど
一
流
の
画
家
の
絵
が
あ
り
、
雑
誌
に
は
、
藤
田
嗣
治
、
小
磯
良

平
、
中
原
淳
一
な
ど
に
よ
る
挿
絵
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
芙
美
子
自
身
の

手
に
な
る
挿
絵
が
入
っ
た
初
出
雑
誌
を
手
に
し
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
か

っ
た
。

初
出
雑
誌
『
文
藝
』
昭
和
九
年
八
月
号

林
芙
美
子
「
樺
太
へ
の
旅
」
を
か

ざ
る
芙
美
子
の
字
と
画

「
ク
マ
の
子
供
」
に
は

Ｆ

「
オ
ロ
ッ
コ
の

女
」
に
は
「
芙
美
子
」
の
サ
イ
ン
が
あ
る



初
版
本
の
多
く
は
絶
版
で
、
当
時
の
出
版
社
も
今
は
存
在
し
な
い
。
だ

か
ら
運
よ
く
見
つ
け
て
も
、
骨
董
品
な
み
に
値
段
が
高
い
。
国
立
国
会
図

書
館
に
行
け
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を

回
し
て
画
面
で
見
る
こ
と
に
な
る
。

私
は
、
初
出
の
雑
誌
や
初
版
本
を
探
し
て
読
む
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
作

品
が
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
し
か
も
そ
の
数

が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

初
出
雑
誌
『
文
藝
』
昭
和
十
年
三
月
号

林
芙
美
子
詩
「
北
族
」
に

そ
え
ら
れ
た
芙
美
子
の
ス
ケ
ッ
チ

サ
イ
ン
はF.H

ayashi

◇

◇

か
く
て
私
の
全
集
未
収
録
作
品
を
調
べ
る
旅
が
始
ま
っ
た
。
対
象
と
し

た
全
集
は
、
最
も
作
品
数
が
多
い
文
泉
堂
出
版
『
林
芙
美
子
全
集
』
全
十

六
巻
（
昭
和
五
十
二
年
刊
）
で
、
こ
の
第
十
六
巻
巻
末
に
載
る
「
年
譜
」

と
「
著
書
目
録
」
（
共
に
、
作
成
今
川
英
子
）
を
基
礎
文
献
と
し
た
。

未
収
作
品
の
数
量
と
ジ
ャ
ン
ル

調
査
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
未
収
録
作
品
の
多
さ
と
ジ
ャ
ン
ル
の

多
さ
に
驚
く
こ
と
に
な
っ
た
。

芙
美
子
の
没
後
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
全
集
は
、
新
潮
社
の
『
林
芙
美

子
全
集
』
全
二
十
三
巻
（
昭
和
二
十
六
～
二
十
八
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

時
の
売
れ
行
き
が
よ
か
っ
た
の
か
、
新
潮
社
は
続
い
て
『
林
芙
美
子
作
品

集
』
全
十
巻
（
昭
和
三
十
～
三
十
一
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
九
年

後
の
昭
和
三
十
九
年
に
は
、
東
都
書
房
か
ら
『
林
芙
美
子
作
品
集
』
全
七

巻
が
刊
行
さ
れ
、
そ
し
て
、
従
前
の
未
収
作
品
を
多
く
補
充
し
た
『
林
芙

美
子
全
集
』
全
十
六
巻
が
文
泉
堂
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
昭
和
五
十
二

年
）
。
こ
の
文
泉
堂
版
が
現
在
で
は
最
も
収
録
作
品
が
多
い
。

そ
の
作
品
数
を
新
潮
社
の
『
全
集
』
と
文
泉
堂
出
版
の
『
全
集
』
と
を
、

目
次
を
繰
っ
て
単
純
に
比
べ
て
み
る
と
、
新
潮
社
の
作
品
数
、
二
百
十
六

に
対
し
て
、
文
泉
堂
出
版
の
作
品
数
は
、
四
百
二
で
あ
る
。

だ
が
、
私
の
調
査
で
は
、
文
泉
堂
出
版
の
『
全
集
』
に
未
収
録
の
も
の

が
な
お
五
百
四
あ
る
。
そ
れ
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。



一

短
詩
型
文
学
と
し
て
の
短
歌
、
俳
句

二

長
詩
型
文
学
と
し
て
の
詩

三

旅
す
る
芙
美
子
の
紀
行
文

四

映
画
、
演
劇
に
関
す
る
評
論

五

短
篇
小
説

六

長
篇
小
説

七

手
紙
、
絵
は
が
き
な
ど
の
書
簡

八

日
中
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
の
従
軍
記

ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
、

ボ
ル
ネ
オ
に
お
け
る
陸
軍
報
道
部
事
務
嘱
託
と
し
て
の
報
告
文

九

随
筆

十

童
話
、
絵
本
、
児
童
書

こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
の
未
収
録
作
品
名
と
、
雑
誌
名
、
書
籍
名
及
び
発

行
年
を
、
末
尾
に
資
料
と
し
て
付
し
た
。

「
凍
れ
る
大
地
」
と
「
満
州
―
冬
の
満
州
紀
行
―
」
は
同
文

こ
の
た
び
の
調
査
の
中
で
、
私
が
気
付
い
た
こ
と
を
以
下
に
述
べ
よ
う
。

ま
ず
、
文
泉
堂
出
版
の
『
全
集
』
に
未
収
の
「
凍
れ
る
大
地
」
と
「
満
州

―
冬
の
満
州
紀
行
―
」
は
、
全
く
同
文
の
作
品
で
あ
る
の
に
、
題
名
を
変

え
て
別
の
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

芙
美
子
が
真
冬
の
満
州
を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

一
月
で
あ
っ
た
。
時
は
満
州
国
康
德
七
年
に
当
り
、
満
州
に
は
日
本
の
軍

師
団
、
憲
兵
隊
、
少
年
義
勇
隊
、
開
拓
団
、
協
和
会
本
部
が
展
開
し
、
王

道
楽
土
を
宣
揚
し
て
い
た
。
訪
れ
た
町
は
、
安
東
、
新
京
、
牡
丹
江
、
佳

木
斯
、
宝
清
、
綏
芬
河
で
あ
る
。
芙
美
子
は
鉄
道
と
飛
行
機
を
利
用
し
て

精
力
的
に
廻
っ
た
。
こ
の
時
の
紀
行
文
が
「
凍
れ
る
大
地
」
で
、
實
業
之

日
本
社
発
行
の
雑
誌
『
新
女
苑
』
の
四
月
特
別
号
（
昭
和
十
五
年
）
に
全

文
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
紀
行
文
が
題
名
を
「
満
州
―
冬
の
満
州
旅
行
―
」
に
変
え
て
、
林

芙
美
子
著
『
随
筆
』
秩
父
書
房
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
「
凍
れ
る
大
地
」
が

『
新
女
苑
』
誌
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
僅
か
九
カ
月
後
の
、
昭
和
十
六
年
一

月
で
あ
っ
た
。

『
新
女
苑
』
の
「
凍
れ
る
大
地
」
に
は
図
版
と
し
て
、
芙
美
子
の
防
寒

着
姿
（
毛
皮
に
身
を
く
る
み
、
帽
子
を
深
く
し
て
目
だ
け
出
し
て
い
る
）
、

牡
丹
江
の
街
（
膝
を
毛
皮
で
お
お
い
目
だ
け
出
し
た
芙
美
子
が
東
洋
車
に

乗
っ
て
い
る
）
、
チ
ヤ
ム
ス
の
街
、
少
年
義
勇
隊
（
氷
結
の
地
に
少
年
義
勇

隊
の
門
兵
が
立
っ
て
い
る
）
の
四
枚
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
全
て
の
漢
字

に
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
秩
父
書
房
の
『
随
筆
』
で
は
、
題
名
が

「
満
州
―
冬
の
満
州
旅
行
―
」
と
な
り
、
写
真
が
な
く
、
漢
字
の
ル
ビ
は

な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
秩
父
書
房
の
『
随
筆
』
に
は
、
文
泉
堂
出
版
の

『
全
集
』
に
未
収
の
、
「
空
想
旅
行
」
「
兵
隊
の
詩
」
「
愛
す
る
馬
よ
」

「
柿
」
「
哀
傷
歌
」
「
冥
心
」
「
山
川
」
「
聚
首
」
の
八
作
品
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

短
期
間
の
う
ち
に
題
名
と
出
版
社
が
変
っ
た
の
は
、
版
権
（
出
版
権
）

の
譲
渡
が
『
新
女
苑
』
の
實
業
之
日
本
社
と
秩
父
書
房
の
間
で
あ
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
版
権
の
譲
渡
が
行
わ
れ
た
の
か
。
こ
の
原
因

を
推
測
す
る
上
で
ヒ
ン
ト
と
な
る
事
例
が
あ
る
。

佐
藤
卓
己
著
『
言
論
統
制

情
報
官
・
鈴
木
庫
三
と
教
育
の
国
防
国



家
』
中
公
新
書
（
二
〇
〇
四
年
八
月
二
十
五
日
発
行
）
の
、
第
五
章
「
紙

の
戦
争
」
と
「
趣
味
の
戦
争
」
、
５
実
業
之
日
本
社
の
場
合
―
内
山
基
の
恨

み
、
の
条
に
は
、
『
新
女
苑
』
の
主
筆
・
内
山
基
と
、
内
閣
直
属
の
情
報
局

情
報
官
・
鈴
木
庫
三
少
佐
の
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
る
（p.

-
)

。

347
359

そ
の
内
容
を
略
記
す
る
と
…

若
い
婦
人
読
者
を
対
象
に
し
た
、
モ
ダ
ン
で
知
的
な
婦
人
雑
誌
『
新
女

苑
』
の
主
筆
・
内
山
は
、
鈴
木
か
ら
「
『
新
女
苑
』
と
い
ふ
雑
誌
が
（
中

略
）
国
策
に
添
は
ざ
る
点
が
少
な
く
な
い
。
編
集
主
任
の
性
格
が
自
由
主

義
の
文
人
的
性
格
で
あ
る
か
ら
何
回
注
意
し
て
も
う
ま
く
行
か
ぬ
」
、
「
近

頃
の
婦
人
雑
誌
は
自
由
主
義
、
個
人
主
義
の
立
場
で
編
纂
さ
れ
、
従
っ
て

反
国
策
的
な
も
の
が
多
い
」
と
見
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

林
芙
美
子
の
「
凍
れ
る
大
地
」
は
鈴
木
の
事
前
検
閲
を
受
け
、
「
掲
載
不
許

可
」
の
ゴ
ム
印
と
と
も
に
突
き
返
さ
れ
た
。
内
山
は
三
時
間
近
く
も
鈴
木

と
交
渉
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
削
除
と
訂
正
を
す
る
こ
と
で
掲
載
が
認
め

ら
れ
た
。

芙
美
子
が
「
満
州
は
悪
魔
の
如
く
寒
い
」
と
表
現
し
た
こ
と
が
、
満
州

へ
進
出
し
よ
う
と
す
る
農
民
の
気
持
を
は
ば
む
と
批
難
さ
れ
、
内
閣
が
変

っ
て
大
蔵
大
臣
に
三
井
の
池
田
成
彬
が
就
任
し
た
こ
と
を
、
「
何
ん
と
も
い

え
な
い
ホ
ッ
と
し
た
気
持
で
受
け
取
っ
た
」
と
芙
美
子
が
記
し
た
こ
と
が
、

「
池
田
な
ん
て
い
う
自
由
主
義
経
済
の
男
が
大
蔵
大
臣
に
な
っ
た
こ
と
を

喜
ぶ
な
ど
と
い
う
表
現
は
け
し
か
ら
ん
」
と
削
ら
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
あ
っ
た
。

…
こ
れ
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。

『
新
女
苑
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
凍
れ
る
大
地
」
を
、
い
ま
読
み
返
し
て

み
る
と
、
「
満
州
は
悪
魔
の
如
く
寒
い
」
を
、
芙
美
子
は
「
満
州
は
途
方
も

な
く
寒
い
」
と
訂
正
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
池
田
が
就
任
し
た
こ
と
を
「
何

ん
と
も
い
え
な
い
ホ
ッ
と
し
た
気
持
で
受
け
取
っ
た
」
を
削
除
し
て
、
芙

美
子
は
「
阿
部
内
閣
の
生
命
も
今
日
か
明
日
か
と
云
は
れ
て
ゐ
た
。
何
も

わ
か
ら
な
い
な
り
に
も
、
短
命
な
内
閣
を
み
る
と
、
何
故
み
ん
な
力
を
添

へ
て
大
き
く
押
し
通
せ
な
い
も
の
か
と
不
思
議
に
お
も
へ
る
の
だ
」
と
書

き
直
し
た
よ
う
だ
。
作
家
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
い
う
検
閲
に
服
従
す
る

こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
も
の
だ
が
、
芙
美
子
は
荒
立
て
る
こ
と
な
く
、
意

図
と
主
張
を
活
か
し
た
ま
ま
書
き
直
し
て
い
る
。
決
し
て
屈
服
は
し
て
い

な
い
。
芙
美
子
の
文
才
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
一
例
と
い
え
よ
う
。

な
ぜ
版
権
の
譲
渡
が
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
右
の
事
例
か
ら
推

測
す
る
と
、
『
新
女
苑
』
の
主
筆
・
内
山
は
こ
う
し
た
言
論
統
制
に
対
し
て

嫌
気
が
さ
し
た
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
は
、
掲

載
不
許
可
を
撤
回
さ
せ
て
、
曲
が
り
な
り
に
も
四
月
号
に
掲
載
で
き
た
と

い
う
達
成
感
が
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
内
山
は
、

芙
美
子
の
「
凍
れ
る
大
地
」
が
、
本
と
し
て
早
く
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
望

ん
だ
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

芙
美
子
の
自
筆
原
稿
「
凍
れ
る
大
地
」

芙
美
子
の
姪
に
あ
た
る
林
福
江
氏
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
二
十
九
日
、

東
京
都
新
宿
区
に
あ
る
公
益
財
団
法
人
新
宿
未
来
創
造
財
団
に
対
し
て
一

千
万
円
の
寄
付
を
さ
れ
た
。
こ
の
報
に
接
し
た
と
き
は
、
福
江
氏
の
責
任

感
の
大
き
さ
と
強
さ
を
感
じ
て
、
日
頃
よ
く
お
目
に
か
か
っ
て
い
る
に
も



か
か
わ
ら
ず
、
私
の
背
筋
が
直
立
し
た
。

そ

の

福

江

氏

か

ら

見
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
に
芙
美
子
の
自
筆
原
稿
が
あ
る
。
芙
美
子
が
書

き
か
け
て
反
故
に
し
た
原
稿
で
、
林
芙
美
子
の
名
が
印
刷
さ
れ
た
久
楽
堂

の
原
稿
用
紙
一
枚
で
あ
る
。
久
楽
堂
の
原
稿
用
紙
は
、
佐
藤
春
夫
、
井
伏

鱒
二
、
太
宰
治
な
ど
も
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
自
筆
原
稿
が
ど
の
作
品
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
の
か
を
調
べ
る
た

め
に
、
全
集
、
雑
誌
類
、
初
版
本
を
繰
っ
た
と
こ
ろ
、
「
凍
れ
る
大
地
」
を

執
筆
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
写
真
で
芙
美
子
の
字
を
お

読
み
い
た
だ
き
た
い
。

林福江氏の芳志を伝える記事
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林
芙
美
子
「
凍
れ
る
大
地
」
自
筆
原
稿



こ
の
下
書
き
原
稿
は
、
「
凍
れ
る
大
地
」
第
一
章
の
中
頃
に
あ
た
る
。
「
凍

れ
る
大
地
」
で
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

朝
鮮
人
の
賣
子
が
「
あ
ま
ぐ
り
い
」
と
呼
び
な
が
ら
甘
栗
を
賣
つ
て

ゐ
る
聲
が
し
て
ゐ
る
。
長
い
列
の
な
か
の
私
を
發
見
し
て
、
二
三
人

の
新
聞
記
者
の
方
が
後
を
追
つ
て
來
ら
れ
た
。

私
の
乘
る
汽
車
は
「
ひ
か
り
」
と
云
ふ
の
だ
さ
う
で
あ
る
。

二
等
寢
臺
に
二
箇
の
ト
ラ
ン
ク
を
赤
帽
に
運
ん
で
も
ら
つ
て
、
私

は
記
者
の
ひ
と
た
ち
と
後
尾
に
あ
る
展
望
車
へ
行
つ
た
。
何
の
目
的

も
な
い
旅
行
な
の
で
、
記
者
の
人
達
の
滿
足
す
る
や
う
な
返
事
も
出

來
ず
、
私
は
何
と
な
く
困
つ
て
し
ま
つ
た
。

（
傍
線
部
が
一
致
）

十
一
行
の
短
い
下
書
き
原
稿
だ
が
、
こ
れ
を
芙
美
子
は
満
州
か
ら
帰
っ

た
二
月
二
日
か
ら
遠
く
な
い
日
に
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。
書
斎
で
想
を
練

り
な
が
ら
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
芙
美
子
の
姿
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ぶ
。

芙
美
子
が
私
の
前
に
現
れ
て
「
よ
く
下
書
き
の
作
品
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

っ
た
わ
ね
」
と
さ
さ
や
く
声
が
す
る
気
が
し
た
。

福
江
氏
は
、
緑
敏
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
は
芙
美
子
の
書
き
く
ず
し
原
稿
だ

か
ら
、
焼
却
処
分
に
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
日
ま
で

大
切
に
持
っ
て
い
た
と
の
こ
と
、
処
分
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
か
ら
と
語

っ
て
お
ら
れ
た
。

「
花
の
い
の
ち
」
と
「
遠
い
湖
」
は
同
文

芙
美
子
の
小
説
「
花
の
い
の
ち
」
は
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
十
日
に

湘
南
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
林
芙
美
子
著
『
人
形
聖
書
』
に
収
め
ら
れ

た
の
が
最
初
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
「
花
の
い
の
ち
」
は
、
十
一
年
前
の
昭
和
十
三
年
に
『
新

女
苑
』
一
月
号
で
連
載
が
始
ま
っ
た
小
説
「
遠
い
湖
」
と
同
文
の
も
の
な

の
で
あ
る
。

「
遠
い
湖
」
は
、
『
新
女
苑
』
昭
和
十
三
年
六
月
号
で
完
結
し
た
後
、
単

行
本
と
し
て
は
、
昭
和
十
三
年
九
月
十
六
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
林
芙
美
子

長
篇
小
説
集
第
三
巻
』
（
中
央
公
論
社
）
に
「
稲
妻
」
と
と
も
に
収
め
ら
れ

た
の
が
最
初
で
、
そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
五
日
刊
『
七
つ
の

燈
』
（
む
ら
さ
き
出
版
部
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
芙
美
子
は
「
遠
い
湖
」

へ
の
思
い
入
れ
を
「
創
作
ノ
ー
ト
」
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
遠
い
湖
に
つ
い
て
）

こ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

「
遠
い
湖
」
と
云
ふ
表
題
に
、
私
は
無
限
の
あ
こ
が
れ
を
持
つ
て
ゐ
る
。

好
き
な
題
名
だ
。
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
そ
の
湖
は
、
ど
ん
な
色
彩
で
、

ど
ん
な
大
き
さ
な
の
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
私
達
の
若
い
時
代
に
は
、

一
度
は
こ
ん
な
仄
々
し
た
時
代
が
あ
る
も
の
だ
。
（
中
略
）

こ
れ
は
新
女
苑
と
云
ふ
雑
誌
に
連
載
し
た
。
私
は
幼
い
こ
ろ
華
や
か

な
少
女
期
を
持
た
な
か
つ
た
の
で
、
色
彩
で
あ
ふ
れ
た
や
う
な
美
し
い

物
語
を
書
き
た
か
つ
た
。
（
中
略
）

こ
れ
は
私
に
と
つ
て
風
変
り
な
作
品
だ
け
れ
ど
、
自
分
と
し
て
捨
て

が
た
い
の
で
こ
ゝ
へ
加
へ
た
。

私
は
私
の
本
領
を
い
ま
だ
に
つ
か
む
事
は
出
来
な
い
け
れ
ど
、
私
は



私
の
能
力
を
無
茶
苦
茶
に
渉
猟
す
る
こ
と
は
出
来
る
。
私
は
作
家
と
し

て
は
ま
だ
若
い
の
だ
。
（
以
下
略
）

こ
の
「
遠
い
湖
」
が
、
「
花
の
い
の
ち
」
と
い
う
表
題
に
な
っ
た
の
は
十

一
年
後
の
昭
和
二
十
四
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
昭
和
十
三
年
か
ら
昭
和
二
十

四
年
の
十
一
年
の
間
に
、
芙
美
子
は
「
風
も
吹
く
な
り

雲
も
光
る
な
り

生
き
て
ゐ
る
幸
福
は

波
間
の
鷗
の
ご
と
く

縹
渺
と
た
ゞ
よ
ひ

生

き
て
ゐ
る
幸
福
は

あ
な
た
も
知
つ
て
ゐ
る

私
も
よ
く
知
つ
て
ゐ
る

花
の
い
の
ち
は
み
じ
か
く
て

苦
し
き
こ
と
の
み
多
か
れ
ど

風
も
吹
く

な
り

雲
も
光
る
な
り
」
の
詩
を
書
い
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
リ
ズ
ム
良

い
二
句
を
抜
き
出
し
て
、
「
花
の
い
の
ち
は
み
じ
か
く
て

苦
し
き
こ
と
の

み
多
か
り
き
」
と
よ
く
色
紙
な
ど
に
書
い
た
。
か
く
て
「
花
の
い
の
ち
は

み
じ
か
く
て
」
は
芙
美
子
を
象
徴
的
に
表
す
言
葉
と
な
り
、
湘
南
書
房
は

林
芙
美
子
著
『
人
形
聖
書
』
を
出
版
す
る
に
際
し
て
、
よ
り
芙
美
子
的
な

「
花
の
い
の
ち
」
と
い
う
表
題
に
し
て
出
版
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
こ
れ
よ
り
後
、
湘
南
書
房
以
外
に
「
遠
い
湖
」
を
「
花
の
い
の

ち
」
の
表
題
に
す
り
か
え
た
出
版
社
は
い
な
い
。
新
潮
社
の
『
林
芙
美
子

全
集
』
も
文
泉
堂
出
版
の
『
林
芙
美
子
全
集
』
も
、
当
然
の
こ
と
だ
が
、

「
遠
い
湖
」
で
あ
る
。

芙
美
子
の
作
品
に
、
全
く
同
文
の
も
の
が
表
題
を
変
え
て
出
版
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の
に
は
、
「
「
二
等
車
」
は
「
悪
闘
」
と

同
一
内
容
の
た
め
、
前
者
を
削
除
し
た
」
と
記
す
、
文
泉
堂
出
版
『
林
芙

美
子
全
集
』
の
「
凡
例
」
（
第
十
六
巻
、361

頁
）
に
そ
の
例
が
あ
る
が
、

拙
稿
に
お
い
て
、
そ
れ
を
補
う
か
た
ち
で
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

林
芙
美
子
と
戦
争

芙
美
子
は
戦
争
か
ら
背
を
向
け
ず
、
終
始
戦
争
と
向
き
合
っ
て
来
た
。

南
京
進
攻
に
同
行
し
（
昭
和
十
二
年
）
、
漢
口
に
従
軍
し
（
昭
和
十
三
年
）
、

佳
木
斯
、
牡
丹
江
、
宝
清
を
廻
り
（
昭
和
十
五
年
）
、
哈
爾
浜
（
昭
和
十
六

年
）
、
そ
し
て
、
マ
レ
ー
半
島
、
ジ
ャ
ワ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
ま

で
従
軍
の
足
を
伸
ば
し
た
（
昭
和
十
七
年
）
。
帰
国
し
て
は
そ
の
た
び
に
従

軍
記
を
執
筆
し
、
日
本
各
地
に
飛
ん
で
は
戦
場
で
見
た
様
子
を
講
演
し
て

廻
っ
た
。
だ
が
、
戦
争
に
向
き
合
っ
て
執
筆
し
た
そ
の
す
べ
て
が
『
全

集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
『
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
、
東
条
英
機
を
迎
え
る
詩

と
、
小
説
「
太
閤
さ
ん
」
と
、
「
さ
よ
な
ら
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
元
帥
」
を
紹

介
し
て
お
こ
う
。

【
東
条
英
機
】

陸
軍
報
道
部
か
ら
派
遣
さ
れ
て
窪
川
稲
子
ら
と
共
に
マ
レ
ー
半
島
、
ジ

ャ
ワ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
線
を
見
て
廻
っ
た
の
は
、
昭
和
十

七
年
十
月
か
ら
十
八
年
五
月
ま
で
の
約
八
カ
月
間
で
あ
っ
た
。
時
に
内
閣

総
理
大
臣
は
東
条
英
機
で
、
東
条
は
首
相
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
コ
レ
ヒ

ド
ー
ル
島
米
軍
要
塞
陥
落
一
周
年
記
念
の
た
め
に
マ
ニ
ラ
に
飛
ん
だ
。
そ

の
昭
和
十
八
年
五
月
七
日
、
芙
美
子
は
ス
マ
ト
ラ
島
を
経
て
マ
ニ
ラ
に
い

て
、
東
条
を
迎
え
る
立
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
芙
美
子
が
書
い
た
、
東
条

を
迎
え
る
言
葉
が
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。



祖
國
の
首
相
を
迎
ふ

マ
ニ
ラ
に
て
林
芙
美
子

け
ふ
こ
の
日
の
綠
な
す
ル
ネ
タ
廣
場
の
朝
は
水
晶
宮
の
虹
の
ご
と
き
風

吹
き
わ
た
り

杳
か
な
る
サ
マ
ッ
ト
、
マ
リ
ベ
ス
の
山
々
に
谺
す
る
民
族
の
聲
々
眉
宇

に
迫
る
マ
ニ
ラ
湾
の
渺
茫
た
る
景
色
の
中
に

去
年
の
こ
の
日
り
う
ゝ
ゝ
た
る
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
の
奮
闘
を
思
ひ
お
こ
す

人
あ
り
や

一
年
の
歳
月
よ

思
ひ
出
の
こ
の
日
に
祖
國
の
首
相
を
迎
へ
只
管
に
わ
れ
ら
心
と
き
め
く

人
々
の
双
手
は
、
日
の
丸
の
旗
持
つ
て

聲
々
に
呼
び
ど
よ
め
く
波
萬
歲
萬
歲

マ
ブ
ハ
イ
、
マ
ブ
ハ
イ

バ
ル
ガ
ス
長
官
は
ま
ず
起
ち
て

わ
が
祖
國
の
首
相
を
偉
大
な
る
賓
客
と
い
ふ
な
り

朝日新聞 昭和 18 年 5 月 7 日第 4 面

首
相
答
へ
て
燃
ゆ
る
が
ご
と
き
愛
國
の
誠
を
の
べ
た
ま
ふ

廣
場
を
ゆ
く
堂
々
の
行
進
の
う
ち
に

涙
し
て
こ
の
大
な
る
歴
史
に
ひ
れ
伏
す

祖
國
の
神
々
よ
護
ら
せ
た
ま
へ

尊
き
晨
朝
を
百
年
か
け
て
戰
ふ
と
い
ふ

わ
が
祖
國
の
歴
史
を
護
ら
せ
た
ま
へ

（
昭
和
十
八
年
五
月
七
日
）

芙
美
子
の
言
葉
は
、
米
軍
要
塞
を
陥
落
せ
し
め
て
沸
き
返
っ
た
日
本
国

民
の
心
の
昂
揚
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。

◇

◇

林
福
江
氏
は
芙
美
子
が
ボ
ル
ネ
オ
、
マ
ニ
ラ
か
ら
帰
っ
て
き
た
日
の
こ

と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
「
茶
の
間
で
、
叔
父
と
お
ば
あ
さ

ん
と
私
の
三
人
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。
遅
い
ね
、
遅
い
ね
と
話
し
な
が
ら
。

す
る
と
タ
ク
シ
ー
が
着
く
と
い
う
電
話
が
入
っ
て
、
み
ん
な
で
迎
え
に
出

ま
し
た
。
夜
十
時
過
ぎ
で
し
た
。
元
気
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
よ
。
と
て
も

元
気
で
し
た
。
東
条
英
機
に
会
っ
て
来
た
よ
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
呼

び
捨
て
に
し
て
い
い
ん
で
す
か
、
と
聞
く
と
、
偉
い
人
は
呼
び
捨
て
で
い

い
の
よ
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
十
八
歳
の
頃
で
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
今
と
違
っ
て
、
手
す
り
も
な
く
、
大
谷
石
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
石
段
で

し
た
。
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
一
つ
で
し
た
よ
」
と
明
快
に
語
っ
て
下
さ
っ
た
。

現
在
八
十
六
歳
で
と
て
も
お
元
気
で
あ
る
。

【
「
太
閤
さ
ん
」
】

「
太
閤
さ
ん
」
は
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
『
小
説
新
潮
』
二
月
号

に
掲
載
さ
れ
た
。
芙
美
子
は
、
戦
争
で
夫
を
亡
く
し
、
貧
乏
を
し
な
が
ら



生
き
る
女
や
、
全
国
に
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
分
ら
な
い
浮
浪
児
の
こ
と
を

描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
つ
て
い
た
。
そ
れ
は
激
戦
地
の
満
州
や
漢

口
、
そ
し
て
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
ま
で
も
の
戦
線
を
見
た
芙
美
子
が
、
自

分
に
課
し
た
使
命
で
あ
っ
た
。
芙
美
子
は
言
う
。

昭
和
二
十
年
の
十
月
に
私
は
東
京
へ
戻
つ
て
来
た
。
（
中
略
）
雨
の

降
る
駅
頭
に
、
始
め
て
み
す
ぼ
ら
し
い
復
員
兵
の
姿
を
見
て
、
私
は
さ

う
し
た
人
々
の
代
弁
者
と
な
つ
て
、
何
か
書
か
な
け
れ
ば
と
云
ふ
思
ひ

に
か
ら
れ
た
。
（
中
略
）
私
の
心
の
中
に
は
、
常
に
泥
土
に
ま
み
れ
て
、

か
つ
て
の
戦
場
の
露
と
消
え
た
兵
隊
に
対
し
て
の
思
ひ
が
消
え
る
事
な

く
明
滅
し
て
ゐ
る
の
だ
。
戦
場
の
墓
表
と
化
し
た
若
い
生
命
に
対
し
て
、

私
は
そ
の
人
々
の
息
を
私
の
筆
で
吐
き
出
し
て
み
た
い
願
ひ
の
み
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
切
、
私
小
説
な
ど
は
書
く
ま
い
と
思
ひ
始
め
た
の
も

此
頃
か
ら
で
あ
つ
た
。

長
い
戦
争
の
期
間
を
私
達
は
耐
へ
な
が
ら
持
ち
つ
ゞ
け
て
ゐ
た
。
こ

の
戦
争
を
忘
れ
て
し
ま
つ
て
は
、
第
二
第
三
の
戦
争
に
ま
た
ま
き
こ
ま

れ
て
ゆ
く
可
能
性
の
あ
る
事
を
私
は
怖
ろ
し
い
と
思
は
な
い
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い
。
戦
後
の
み
じ
め
な
庶
民
の
暮
し
を
、
私
は
や
は
り
ど
う
し

て
も
書
か
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
の
だ
。
肉
体
の
実
存
な
ん
か
ど
う
で
も

い
ゝ
の
だ
。
私
と
云
ふ
作
家
は
精
神
の
実
存
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
…

昭
和
二
十
四
年
三
月

下
落
合
に
て

林
芙
美
子

（
「
晩
菊

林
芙
美
子
文
庫
」
あ
と
が
き
）

そ
し
て
、
浮
浪
児
に
対
し
て
こ
う
言
う
。

い
つ
た
い
、
全
國
に
ど
れ
位
ゐ
の
浮
浪
兒
が
ゐ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
け
れ
ど
も
、
大
變
な
數
に
登
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
へ
る
。

浮
浪
兒
を
養
育
す
る
に
は
、
社
會
全
體
の
大
き
な
慈
愛
と
、
政
府
の

物
質
的
な
援
助
が
な
く
て
は
ど
う
に
も
、
浮
浪
兒
の
問
題
は
解
決
し

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
へ
る
。

乞
食
や
浮
浪
兒
に
對
し
て
何
の
設
備
も
な
い
國
は
本
當
の
文
化
國

家
と
は
云
へ
な
い
だ
ら
う
と
思
ふ
。

現
在
、
生
き
て
苦
し
み
に
あ
え
い
で
ゐ
る
人
間
の
爲
に
、
廣
大
な

神
社
佛
閣
は
何
の
や
う
な
勤
め
を
果
し
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
。

い
ま
こ
そ
、
神
や
佛
は
人
間
世
界
に
お
り
て
來
て
貰
は
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
廣
い
神
社
佛
閣
を
、
浮
浪
者
の
爲
に
開
放
し
て
貰
ひ
た

い
も
の
だ
。

街
の
浮
浪
兒
が
、
惡
い
こ
と
ば
か
り
し
て
ゐ
る
大
人
の
世
界
に
み

き
り
を
つ
け
て
、
街
か
げ
で
、
放
牧
の
民
の
や
う
な
流
浪
の
生
活
を

よ
ろ
こ
び
、
そ
こ
を
無
常
の
天
地
と
定
め
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
は
、
私

達
大
人
に
對
し
て
の
最
大
の
反
逆
だ
と
思
は
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

長
い
戰
爭
の
お
か
げ
で
、
日
本
人
に
は
、
社
會
人
と
し
て
の
本
當

の
教
養
が
す
つ
か
り
失
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

浮
浪
兒
達
よ
、
病
氣
で
死
ん
だ
り
し
て
は
い
け
な
い
。
ど
ん
な
事

が
あ
つ
て
も
生
き
て
ゐ
る
こ
と
で
す
。

（
「
浮
浪
兒
に
就
て
」
『
婦
人
の
爲
の

日
記
と
随
筆
』
愛
育
社
文
化
叢

書
７

愛
育
社

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）

芙
美
子
は
、
泥
土
に
ま
み
れ
て
戦
場
の
露
と
消
え
た
兵
隊
や
、
戦
後
の

み
じ
め
な
庶
民
の
暮
し
や
、
貧
し
い
よ
る
べ
な
い
浮
浪
児
の
こ
と
を
、
自

分
が
書
か
な
け
れ
ば
、
人
は
ま
た
第
二
第
三
の
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
て
ゆ

く
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に
子
供
が
好
き
な
芙
美
子
は
、
ま
だ
救



わ
れ
ず
に
い
る
浮
浪
児
の
存
在
に
心
を
痛
め
て
い
た
。
昭
和
二
十
四
年
十

二
月
二
十
九
日
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
朝
の
訪
問
」
で
も
、
小
説

「
太
閤
さ
ん
」
は
浮
浪
児
の
た
め
に
書
き
ま
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
。

『
小
説
新
潮
』
昭
和
二
十
三
年
二
月
号
に
発
表
さ
れ
た
「
太
閤
さ
ん
」

は
、
戰
爭
、
飢
え
、
イ
ン
フ
レ
エ
シ
ヨ
ン
、
浮
浪
児
、
強
盗
、
パ
ン
パ
ン

ガ
ー
ル
が
渦
巻
く
都
会
の
一
隅
で
、
何
も
の
に
も
き
ず
つ
け
ら
れ
な
い
美

し
い
瞳
を
も
っ
て
生
き
る
浮
浪
児
の
少
年
と
、
路
で
南
京
豆
を
売
る
大
学

生
二
人
の
物
語
で
、
「
俺
は
太
閤
さ
ん
だ
も
の
橋
の
上
さ
…
…
こ
も
を
か
ぶ

つ
て
寢
る
ン
だ
」
と
言
っ
た
浮
浪
児
の
言
葉
が
小
説
の
表
題
と
な
っ
て
い

る
。
戰
爭
に
よ
る
辛
い
試
練
が
後
に
も
の
を
言
う
時
が
来
て
、
小
さ
い
太

閤
さ
ん
の
な
か
か
ら
や
が
て
本
当
の
太
閤
的
人
物
が
出
て
来
る
こ
と
を
芙

美
子
は
願
っ
た
の
だ
。
ま
さ
に
「
浮
浪
兒
達
よ
、
病
氣
で
死
ん
だ
り
し
て

は
い
け
な
い
。
ど
ん
な
事
が
あ
つ
て
も
生
き
て
ゐ
る
こ
と
で
す
」
と
い
っ

た
芙
美
子
の
思
い
が
表
れ
た
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
太
閤
さ

ん
」
も
「
浮
浪
児
に
就
て
」
も
『
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

【
さ
よ
な
ら
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
元
帥
】

昭
和
二
十
六
年
四
月
十
一
日
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日

と
な
っ
た
。
あ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
連

合
国
軍
総
司
令
部
の
最
高
司
令
官
の
職
を
解
任
さ
れ
た
か
ら
だ
。
終
戦
直

後
の
昭
和
二
十
年
八
月
三
十
日
、
サ
ン
グ
ラ
ス
に
コ
ー
ン
パ
イ
プ
を
く
わ

え
て
飛
行
機
か
ら
降
り
立
っ
た
日
か
ら
、
日
本
国
中
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

動
向
に
一
喜
一
憂
し
、
や
が
て
そ
の
不
安
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
信
頼
と

感
謝
に
変
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
解
任
さ
れ
て
本
国
に

帰
る
こ
と
に
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
日
本
人
に
驚
き
と
と
ま
ど
い
を
与
え
た
。

芙
美
子
は
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
の
感
慨
を
「
さ
よ
な
ら
マ
ッ
ク

ア
ー
サ
ー
元
帥
」
と
し
て
『
オ
ー
ル
讀
物
』
昭
和
二
十
六
年
六
月
号
に
発

表
し
た
。マ

ッ
ク
ア
ー
サ
ー
元
帥
が
、
総
司
令
官
を
解
任
さ
れ
ま
し
た
よ
と

い
ふ
知
ら
せ
が
あ
つ
た
。
私
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
暫
く
、
呆
ん
や

り
し
て
ゐ
た
が
、
何
だ
か
、
胸
さ
は
が
し
い
氣
持
ち
に
な
つ
た
。
い

つ
た
い
、
こ
れ
か
ら
、
日
本
は
ど
う
な
つ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
。

コ
ー
ン
パ
イ
プ
と
、
マ
元
帥
の
印
象
は
、
私
に
強
く
焼
き
つ
い
て

ゐ
る
。
あ
の
日
か
ら
、
何
と
な
く
、
こ
の
ひ
と
と
苦
勞
を
共
に
し
て

來
た
感
じ
が
深
い
だ
け
に
、
マ
元
帥
の
解
任
は
意
外
で
あ
り
、
と
て

も
淋
し
か
つ
た
。

も
う
、
日
本
の
事
な
ぞ
、
か
ま
つ
て
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
た
の
か
し

ら
…
…
。
ま
た
、
何
處
か
ら
と
も
な
く
、
違
ふ
國
が
兵
を
押
し
す
ゝ

め
て
來
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
不
安
も
感
じ
ら
れ
た
。

マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
元
帥
は
、
日
本
人
に
と
つ
て
忘
れ
が
た
い
人
で

あ
り
、
こ
ん
な
に
、
日
本
人
の
一
人
一
人
の
胸
に
暖
く
影
響
し
た
人

は
な
い
で
あ
ら
う
。

ぜ
ひ
ま
た
、
の
ん
び
り
と
い
ら
し
て
下
さ
い
。
貴
方
の
事
は
、
日

本
人
の
す
べ
て
が
な
つ
か
し
く
思
ひ
出
す
で
せ
う
。
日
本
の
歷
史
の

な
か
の
大
切
な
人
物
に
な
つ
た
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
氏
に
對
し
て
、
私



は
心
か
ら
、
さ
よ
な
ら
！
と
惜
別
の
手
を
ふ
り
ま
す
。

オ
ー
ル
讀
物

昭
和
二
十
六
年
六
月
号

芙
美
子
の
言
葉
は
、
戦
時
中
の
東
条
英
機
へ
の
賛
辞
と
同
様
、
戦
後
、
日

本
国
民
が
抱
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
へ
の
思
い
を
代
弁
し
て
い
る
。

芙
美
子
は
、
戰
爭
を
直
視
し
た
。
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、
そ
の
事
実

を
伝
え
る
こ
と
は
、
文
士
た
る
自
分
の
使
命
だ
と
考
え
た
。
戰
爭
の
現
実

か
ら
目
を
そ
ら
し
て
何
が
書
け
る
と
い
う
の
か
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

芙
美
子
と
戰
爭
を
論
じ
る
上
で
、
こ
の
三
篇
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

全
集
に
未
収
録
の
作
品
で
、
芙
美
子
研
究
に
欠
か
せ
な
い
も
の
は
こ
こ

に
あ
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
ま
だ
あ
る
。
そ
の
詳
細
を
論
じ
る
の
は
別
の
機

会
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
い
く
つ
か
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

○
芙
美
子
の
海
外
渡
航
は
、
昭
和
五
年
一
月
、
北
村
兼
子
、
望
月
百
合

子
な
ど
『
女
人
藝
術
』
誌
の
執
筆
者
た
ち
十
人
と
と
も
に
出
か
け
た
台
湾

に
始
ま
る
。
生
涯
に
多
く
の
海
外
紀
行
を
残
し
た
芙
美
子
が
最
初
に
著
し

た
の
が
、
「
臺
灣
を
旅
し
て
」
（
『
女
人
藝
術
』
昭
和
五
年
三
月
号
）
、
「
臺
灣

風
景
ー
フ
オ
ル
モ
サ
縱
斷
記
」
（
『
改
造
』
昭
和
五
年
三
月
号
）
、
「
臺
灣
の

ス
ヴ
ニ
ー
ル
」
（
『
海
外
』
昭
和
五
年
六
月
号
）
、
「
植
民
地
で
會
つ
た
女
」

（
『
彼
女
の
履
歴
』
改
造
社
、
昭
和
六
年
八
月
刊
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
に
は
、
社
会
の
底
辺
に
生
き
る
人
々
を
描
く
芙
美
子
文
学
の
根
幹
が
顕

れ
て
い
る
。

○
辺
境
の
外
地
を
好
ん
で
旅
し
た
芙
美
子
は
、
樺
太
に
も
足
を
延
ば
し

て
い
る
。
そ
の
と
き
の
紀
行
文
が
「
樺
太
の
旅
」
（
『
文
藝
』
昭
和
九
年
八

月
号
）
で
、
「
樺
太
に
は
野
山
と
い
ふ
野
山
に
樹
木
が
な
い
」
の
を
見
て
驚



い
た
芙
美
子
は
、
「
名
刺
一
枚
で
廣
大
な
土
地
を
貰
つ
て
、
切
り
た
い
だ
け

の
樹
木
を
切
り
た
ほ
し
て
賣
つ
て
し
ま
つ
た
不
在
地
主
」
の
存
在
を
指
摘

し
て
い
る
。
芙
美
子
が
見
た
物
、
足
を
踏
み
入
れ
た
地
、
そ
し
て
触
れ
合

っ
た
人
々
は
、
私
た
ち
の
前
に
時
空
を
超
え
て
現
れ
て
く
る
。

○
横
山
大
観
、
志
賀
直
哉
と
対
談
し
た
「
熱
海
閑
談
」
（
『
改
造
』
昭
和

二
十
六
年
一
月
五
日
新
春
特
別
増
刊
号
）
か
ら
は
、
時
の
日
本
画
と
小
説

の
大
御
所
た
ち
が
目
す
る
芙
美
子
へ
の
評
価
が
見
え
て
興
味
深
い
。
対
談

の
な
か
で
の
芙
美
子
は
、
二
人
の
前
で
ま
こ
と
に
女
性
ら
し
く
奥
ゆ
か
し

い
。私

は
作
品
を
読
む
た
び
、
林
芙
美
子
の
筆
に
は
魔
力
が
宿
っ
て
い
る
と

思
う
。本

稿
は
、
浦
野
利
喜
子
の
原
稿
を
も
と
に
し
て
久
保
卓
哉
が
補
筆
し
た
。

ま
た
、
研
究
課
題
番
号
２
１
５
２
０
３
８
９
「
魯
迅
を
め
ぐ
る
日
本
人

―
新
資
料
の
発
掘
―
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
こ

と
を
記
し
て
お
く
。
（
久
保
卓
哉
）



The writings which have not been collected in
the Complete Works of Fumiko Hayashi
published by Bunsendo Shuppan(1977) ：

Appendix ― A list of those writings.

URANO Tokiko
KUBO Takuya

The Complete Works of Fumiko Hayashi, which have been
published so far by Shinchosha in 1951 and also by Bunsendo Shuppan in
1977, cannot really be the complete works. The present author’s continued
persevering efforts to do research on the literary journals in which her works
appeared and on their first editions, have finally discovered a quite number of
her writings which had not been collected yet in those editions: for example,
the writings of such kinds as short poems, long verses, fairy tales, travel
writings, children’s literature with illustrations, and critical essays of plays
and films. In studies demanding thoroughly scholarly exactness and
exhaustiveness, it might become a crucial fault to overlook the materials
which should be examined in them. The present author wants to predict that,
hereafter, the study of Fumiko Hayashi can most probably enter the second
phase.

At the end of this paper is added a list of the writings which the
present author has found other than the works collected in the whole volumes
of Fumiko Hayashi published by Bunsendo Shuppan.

Keywords: Fumiko Hayashi, Frozon Land, Flower's Life, Shin Jyo
En, Hideki Tojo, Douglas MacArthur


